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学校教育目標
「豊かな心をもち、
地域社会でたくましく生きる子どもを育てる」

めざす子ども像

〇 「自ら考え、判断し、表現する」
子ども

〇 「人の気持ちを考えて行動する」
子ども

〇 「健康や体力に関心をもち、
たくましく生きようとする」

子ども

めざす学校像
〇 子どもが「今福小学校でよかった」

と言える学校
〇 保護者が「今福小学校に通わせたい」

と思う学校
〇 地域が「今福小学校のためなら」

と考える学校
〇 教職員が「働き甲斐のある」

「働きやすい」学校



教育を取り巻く環境について
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☆豊かな心を育成し、自己肯定感を高めるため、ゲストティーチャーを招いたり、校外の施
設を見学したりするなど体験活動を充実させる。
☆一人ひとりに寄り添う丁寧な指導を実現するため、教育環境の整備を進めるとと
もに、教職員が共通理解を図りながら組織的に対応できる体制を整える。
☆「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の取組を進める。
☆全学年で、児童がより英語に親しめるように、モジュール学習の充実や外部講師を
招いた学習を増やすなどして英語活動の取組を進める。
☆体育科の実技研修会等を実施し、体育授業の改善の取組を進める。

☆心の天気による児童理解や授業や家庭での学習等において、学習者端末の効果
的な活用について研究する。
☆校務分掌の見直しや人員の適正な配置、SKIPの活用などによる業務改善を進めてい

くことで、勤務時間の適正化を図る。
☆図書館の開館時間を増やしたり、読み聞かせをしたり、電子書籍サービスを活用し

たりして、読書への関心を高める取り組みを進める。

めざす子ども像・学校像を具現化する取組（R７年度版）



養護教諭 特支CO教頭 校長

１年担任

低・特支 低・専副

２年担任

低学年部

３年担任

中・特支 中・専副

４年担任

中学年部

５年担任

高・特支 高・専副

６年担任

高学年部

教務主任
（不登校CO）

＃丁寧な指導
＃組織的に対応できる体制
＃授業改善

取組① 学年チーム 専科制



＃丁寧な指導
＃授業改善

取組② 学力向上の取組

〇 研究の日：授業研究、研修会等実施
・ 水曜日（5/28,6/11,7/2,9/10,10/15,1/28）
授業公開クラス以外は、給食終了後下校

〇 教員が大阪市内外の研修会参加
〇 総合的読解力育成カリキュラム
・ 大阪市独自の取組
・ ３年生以上、週１時間 時間割に位置づけ
〇 夕スぺ
・ 放課後に自主学習（積極的な参加を）



＃教育DX
＃授業改善

取組③ 個別最適化 協働的な学びの実現のために

〇 学習者端末の活用推進
・ AIドリル「ナビマ」の活用
→ 端末を持ち帰り、宿題としても
・ 電子図書サービス E-library
→今年度も継続して利用。家でも読めます。
・プレゼンテーション能力（表現力）の育成



取組④ 安心して過ごせる環境のために

〇 学校安心ルール（本日案内配付）

・あらかじめ
ルールを明示

・自覚
（いけないこと）
納得（もし・したら）

→安心感

＃組織的に対応できる体制



取組④ 安心して過ごせる環境のために

〇 スクールサポートルーム（SSR)の設置（本日配付）

・ 教室以外で学べる場
・ 利用ケース
教室に入りづらい（朝起きづらい等）
一日教室で過ごすことがしんどい。
→１時間落ちつける場所
・基本的に自分で学習を進める
授業配信 スタディサプリの利用
・利用に際しては、担任まで相談を

＃組織的に対応できる体制



取組⑥ 豊かな心の育成を目指して

・ゲストティーチャーを招いたり、校外の施
設を見学したりするなど体験活動の充実。
ECC英語講師による英語学習（１・２年）
読書活動（お話の会） （全学年）
ニッセイ名作シリーズ（ミュージカル鑑賞）（４年）
音楽鑑賞会（いずみホール ５・６年生）
米作り体験（５年生）
韓国・朝鮮の文化体験（２・３・５年生）
こころの劇場ミュージカル鑑賞（６年生）
茶道体験（４年生）
キッザニア甲子園職業体験（６年生）
吉本興業による漫才体験（４・５・６年）
プログラミング体験（４年生）
唐木フォトフレームつくり（6年）

【令和６年度実績】

・たてわり班活動
・異学年交流
・委員会活動
・クラブ活動
を通じて

自己有用感（役立つ）

自己肯定感（認める）

自己効力感（できる）



連絡事項

・万博参加について（本日案内配付）
行かない場合は、担任まで連絡をください。
開催状況、悪天候では、学校として中止の判断もある。

・通級指導教室開設について
令和８年度→令和１０年度に変更
改めて詳細については案内します。



おわりに

お子様のことは、
学級担任に相談を

学校（教員）のことは、
管理職（校長・教頭）まで

相談をしてください。



今福小学校の校訓

「和協」とは、今福小学校が９３年間守り続けてい
る校訓です。「いつもにこにこ和やかで人の気持ち
を和らげ、みんなで力を 合わせて（協力して）が
んばりましょう」という意味です。


